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自己の課題に応じた言語能力を活用して学習に取り組む生徒の育成
～課題設定と振り返りの機能を持たせた学習計画表(ミラクルシート)を設定して～ 

 

実践１ 書くこと 実践２ 話すこと
聞くこと

 
説明文教材から学んだこと

を活かして単元の初めと同

じテーマの作文を書く。 

観点をもとに互い

の作文を A～C の

三段階で相互評価

する。 

教室の中央で一班ず

つ話合い。周囲を評

価する生徒で囲む。

評価シートをもと

に、評価した根拠な

どを互いに口頭で評

価内容を伝え合う。例示を入れたり、まとまりごとに

段落を変えたりすることで、分か

りやすく書けるようになった。 

 

ミ
ラ
ク
ル
シ
ー
ト
に
よ
る
毎
時
間
の
振
り
返
り 

質問をする力がつい
て、話合いで実際に
たくさん質問ができ

るようになった。
 

次に書くときは、例示がまとめ 
の根拠になるようにしたい。 

生徒が実感した変容 
生徒が実感した変容 

今後の学習への意欲 

  ミラクルシートの実際 

  
手立て①ミラクルシートによる課題の把握、変容の振り返り 

手立て②変容の分かる活動で単元当初と終末を比較 

生徒の実態 

国語の授業の中で 
練り上げられた 
言語能力への実感が乏しい 

 

身に付けた 

言語能力を 

次の学習へ 

研究の構想 

特に身に付けたい力を
生徒自身で焦点化する   

今後の学習へ向けて 
取り組みたいことを書く 

焦点化した言語能力の 
変容を記述する 

身に付けた
言語能力を次の学習へ

身に付けた
言語能力を次の学習へ

成果 課題
☆ミラクルシートの継続使用により、自己の課題と

なる言語能力について、より今の自分に合った課
題を検討する姿が見られた。 

☆変容の分かる活動を機能させるためには、自己評
価だけでなく、相互評価をすることが有効である。
ことが分かった。 

☆変容のつかみにくい「読むこと」はどのように変

容を自覚させていくか。 
☆生徒の行う相互評価に妥当性や信頼性が乏しい。

評価者として生徒に責任を持たせていくにはどう
すればよいか。 

毎時間振り返る 

 
相互評価により 
変容を実感させる 


